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自分の安全確保のため、避難について知識を身につけましょう自分の安全確保のため、避難について知識を身につけましょう自分の安全確保のため、避難について知識を身につけましょう

浸水区域内にある公共の建物の３階以上　　　へ
一時避難

覚えておきましょう災害用伝言ダイヤル「171」

江東区は土地が低いため、一度浸水すると長時間水が引かないというケース（P.2 いつまでも

水につかる江東区 参照）が想定されます。
区民のみなさんは、以下の事項を心がけて避難を行うようにしてください。

・この「避難地区」は、浸水をまぬがれることに加え、区民のみなさんが
避難できるだけの十分なスペースがあります。

・救援物資や他の避難場所への移動など、避難後の対応が可能な場所です。

・浸水区域内の建物に避難をした場合は、電気や水道等のインフラが止まり、
テレビやインターネットから情報がとれなくなったり、トイレが使えな
くなったりします。

・また、食糧や医薬品、毛布等の提供を受けることが困難になります。
・なるべく避難地区へ避難してください。

災害用伝言ダイヤルとは、
災害発生時に安否情報
などが声で確認できる
「声の伝言板」です。
全国の一般電話、公衆
電話、携帯電話から利
用することができます。

●状況に応じた避難を行いましょう

避難する時の状況 みなさんの行動

避難する時間が
十分にある

浸水が
始まっている

「避難地区」　　　　へ避難

伝言の録音方法

ご利用方法

ガイダンスが流れます

ガイダンスが流れます

にダイヤル1 7 1

録音の場合 1

被災地の方はご自宅の電話番号を
被災地以外の方は被災地の電話番号を
▼市外局番からダイヤルしてください

(×××)××× ××××

注意報・警報の基準 気象庁による

注意報

大 雨
・

洪 水

大雨･洪水によって、被害の起こるおそれがある場合に発表。

（降水量目安　30mm/時間, 70mm/3時間）

強風によって、災害の起こるおそれがある場合に発表。

（平均風速がおおむね13m/秒を越える場合）
強 風

内 容（基 準） 警 報

大 雨
・

洪 水

大雨･洪水によって、重大な災害の起こるおそれがある場合に発表。

暴風によって、重大な災害の起こるおそれがある場合に発表。

（平均風速がおおむね25m/秒を越える場合）
暴 風

内 容（基 準）

伝言の再生方法

ガイダンスが流れます

ガイダンスが流れます

にダイヤル1 7 1

再生の場合 2

被災地の方はご自宅の電話番号を
被災地以外の方は被災地の電話番号を
▼市外局番からダイヤルしてください

(×××)××× ××××

降水量目安
平坦地　　 110mm/3時間
平坦地以外　60mm/時間 ）（


